
第
四
章
 
近
 
 

世   



須
城
か
ら
移
封
さ
れ
た
。
正
則
ほ
豊
臣
秀
吉
の
取
立
大
名
で
、
秀
吉
に
よ
る
近
世
的
な
政
策
す
な
わ
ち
検
地
や
刀
狩
り
な
ど
に
よ
っ
 
 

て
、
中
世
以
来
の
有
力
農
民
が
小
農
民
を
働
か
せ
て
農
業
を
行
う
、
土
豪
的
な
性
格
を
な
く
し
、
ま
た
家
臣
団
の
城
下
集
住
を
徹
底
 
 

化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
が
農
村
と
直
接
に
結
び
つ
く
よ
う
な
支
配
の
制
度
を
な
く
す
る
な
ど
、
毛
利
氏
の
中
世
的
な
政
 
 

治
・
社
会
的
な
体
制
を
排
除
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
そ
の
中
心
的
な
も
の
が
福
島
検
地
と
い
わ
れ
る
慶
垂
ハ
年
の
領
内
総
検
地
で
 
 

あ
る
。
正
則
が
入
国
早
々
に
行
っ
た
こ
の
検
地
は
、
大
崎
玄
蕃
・
間
島
糞
作
を
総
奉
行
に
任
じ
、
各
地
に
検
地
奉
行
を
派
近
し
て
実
 
 

施
さ
れ
た
が
、
安
南
郡
熊
野
村
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
湯
浅
助
左
衛
門
・
鶴
見
平
右
衛
門
・
松
井
小
兵
衛
の
三
名
で
あ
っ
た
。
面
積
測
 
 

定
に
用
い
る
間
尺
と
し
て
は
、
六
尺
五
寸
を
一
間
と
す
る
毛
利
氏
以
来
の
も
の
を
用
い
た
が
、
三
六
〇
歩
一
反
の
制
を
や
め
て
太
閤
 
 

検
地
の
三
〇
〇
歩
一
反
の
面
積
表
示
と
し
て
い
る
。
ま
た
耕
地
の
生
産
力
査
定
の
目
安
と
な
る
田
品
ほ
、
太
閤
検
地
の
四
段
階
よ
り
 
 

さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
た
区
分
け
、
す
な
わ
ち
上
上
・
上
・
上
中
・
上
下
・
中
上
▲
中
・
中
々
・
中
下
・
下
上
・
下
・
下
中
・
下
々
・
 
 

下
々
中
・
下
々
下
・
見
付
の
一
五
段
階
を
設
定
し
な
が
ら
、
表
4
－
1
－
1
の
ご
と
く
村
々
に
よ
り
異
な
っ
た
斗
代
（
石
盤
）
を
み
と
 
 

第
一
節
 
近
世
農
村
の
形
成
 
 

福
島
検
地
と
村
の
成
立
 
 

第
一
節
 
近
世
農
村
の
形
成
 
 

一
 
村
の
成
立
 
 
 

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
が
原
の
戦
い
に
敗
れ
た
毛
利
氏
は
、
広
島
城
を
没
収
さ
れ
て
、
防
長
二
か
 
 

国
へ
移
封
さ
れ
、
そ
の
あ
と
安
芸
・
備
後
二
か
国
を
領
知
す
る
大
名
と
し
て
、
福
島
正
則
が
尾
張
国
清
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め
て
い
る
館
牒
若
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
 
 

の
は
、
熊
野
村
ほ
隣
接
の
押
込
村
と
の
比
較
 
 

上
、
田
方
に
つ
い
て
は
斗
代
は
同
一
で
あ
る
 
 

の
に
、
畑
方
で
は
熊
野
村
の
方
が
段
当
り
一
 
 

斗
な
い
し
五
升
ず
つ
低
く
計
算
さ
れ
て
い
る
 
 

こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
畑
方
の
斗
 
 

代
は
西
条
盆
地
の
賀
茂
郡
下
見
村
の
そ
れ
と
 
 

完
′
く
 
 

で
 
 

㌔
さ
い
射
ノ
 
 

▲
 
†
一
－
イ
∵
∵
J
 
 
 

第
四
葦
 
近
 
 

∴
・
∵
∴
 
 1

 
 
 
 
‥
・
・
 
凍
宮
小
長
幣
 
 

図4－111紬ごJブ検地帳＋右は（表紙）、  

左は裏表紙裏（慶長6年）  

蓑4－1－1慶長6年福島検地の田品と斗代の例  

安   南   郡  佐 東 郡  賀 茂 郡  

熊 野 村   押 込 村  久 地 村  下 見 村   

蒜＼竺  川  畑  田  畑  田  畑  田  畑   
石  

上 上   石   石   石   石  1．5  石   石   石   
上   1．4  0．7  1．4  0．8  1．4  0．8  
上 中   1．3  0．6  1．3  0．7  1了2  0．6   

上下  1．2  0．5  1．2  1，2  1．1  

中上  1．4  

中  0．5  

中 中   1．0  0．4  1．0  0，45  1．0  0．9  0．4   

中下  0．9  0．35  0．9  0．4  0，9  0．8  0．35  

下上  
下  0．35  

‾F 中   0．7  0．25  0．7  0．3  0．7  0．25  

下々  0．6  0．25   

下々中  0，4   

下々下  0．5  
下々山田    0．5   

備考 熊野村は「安芸国安南郡熊野村御検地帳」（熊野町海上家蔵）による  
他村は『広島県史』近世1衷55による  
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表4－1【2 庄屋宗叶の名論地（慶長6年11月）  

番号  ホ ノ ギ  田晶l畝・歩   分米（石）   
備  考   

畝歩  石  
居屋敷  9，20  1．450  

2  J／  4．02  0．610  

3  〝  1，06  0．180  

4  やしきの下     」二田  24．12  3．416   

5  かうめういん  中 田   19．23   2．174   

6  八右ヱ門田  〝   18．20   2．053   

7  よ  こ  山  下々閃   42．00   2．520   

8  ほ け た  ノケ   11．00   0．660   

9  やしきのまへ  上 島   4．00   0．280   

10  て らのまへ  ′′   3．05   0．221   

田  あふらめん  ′′   7．19   0．534   

12  下 ノ  原  中 畠   8．00   0．360   

13  下 ノ  原  下 畠   21．00   うち5畝（1斗5升）古荒                                                                                                           0．630   

14  せ  う  か  ノケ   2．10   0，070   

15  せ う わ ん  下々畠   5．12   0．108   

16  よ  こ  山  〝   1．00   0，020  

匡敷・田・畠合計1179・07    15，286  

第
一
節
 
近
世
農
村
の
形
成
 
 
 

同
一
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
ん
に
熊
野
村
の
 
 

地
勢
・
地
質
な
ど
の
自
然
的
条
件
の
み
で
考
察
す
る
よ
 
 

り
も
、
他
の
条
件
と
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
も
の
と
 
 

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
ま
つ
ほ
か
 
 

は
な
い
。
 
 
 

と
も
か
く
も
、
こ
の
福
島
検
地
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
 
 

た
熊
野
村
の
耕
地
を
中
心
と
す
る
土
地
生
産
力
な
い
し
 
 

屋
敷
な
ど
へ
の
課
税
基
準
す
な
わ
ち
分
米
高
の
合
計
は
 
 

二
五
五
八
石
六
斗
五
升
三
勺
で
、
従
来
の
熊
野
郷
で
な
 
 

い
近
世
村
落
と
し
て
の
熊
野
村
の
確
定
が
な
さ
れ
た
と
 
 

い
う
点
で
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
そ
れ
は
福
島
氏
改
易
 
 

後
紀
州
か
ら
入
部
し
た
浅
野
氏
の
藩
政
下
の
行
政
頁
租
 
 

賦
課
の
単
位
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

福
島
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
 
 

積
の
内
訳
は
田
が
二
二
〇
町
四
段
四
畝
二
一
歩
、
島
が
 
 

四
三
町
四
段
六
畝
五
歩
、
屋
敷
が
一
〇
町
一
反
一
畝
二
 
 

三
歩
で
あ
り
各
筆
の
土
地
の
肩
讃
に
あ
た
る
ホ
ノ
ギ
す
 
 

福
島
民
時
代
の
能
…
野
村
 
 
た
二
七
八
四
筆
の
土
地
両
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表4－1－3 横山六郎右衛門の名詩地  

第
四
章
 
近
 
 
世
 
 

な
ぉ
ち
所
在
地
名
は
表
4
－
1
1
2
・
3
・
4
の
よ
う
に
、
具
体
的
で
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
小
字
名
と
く
ら
べ
、
合
致
す
る
も
の
 
 

は
少
な
い
。
 
 

次
に
名
請
人
の
数
は
、
肩
書
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
る
と
三
六
八
名
に
の
ぼ
る
が
、
肩
書
き
の
記
入
の
な
い
も
の
が
か
 
 

な
り
の
数
に
の
ば
っ
て
お
り
、
名
寄
帳
の
作
成
が
不
可
能
と
は
い
わ
ぬ
ま
で
も
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、
庄
屋
あ
る
い
は
僧
 
 

侶
、
そ
の
他
注
目
さ
れ
る
肩
書
な
い
し
職
能
を
も
つ
登
録
人
を
あ
げ
て
検
討
し
た
い
。
 
 

検
地
帳
登
録
人
の
事
例
 
 

ま
ず
庄
屋
宗
叶
に
つ
い
て
は
、
名
詣
地
は
表
4
1
1
－
2
の
ご
と
く
で
、
計
〓
ハ
筆
高
一
五
石
二
斗
八
 
 

升
六
合
と
村
内
最
高
額
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
居
屋
敷
三
、
田
五
（
う
ち
上
田
一
）
、
畠
八
（
こ
 
 

の
う
ち
上
島
三
）
筆
か
ら
成
っ
て
お
り
、
上
田
は
屋
敷
 
 

下
、
上
島
は
屋
敷
の
前
や
寺
の
前
と
記
入
さ
れ
て
い
る
 
 

よ
う
に
居
屋
敷
の
隣
接
地
に
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
 
 

る
。
な
お
、
宗
叶
と
い
う
人
名
は
僧
侶
か
と
も
み
ら
 
 

れ
、
前
記
寺
の
前
と
い
う
記
述
に
よ
り
、
庄
屋
の
屋
敷
 
 

と
寺
と
は
近
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
 
 

そ
の
寺
名
等
に
つ
い
て
は
、
後
述
に
ゆ
ず
る
。
 
 
 

次
に
庄
屋
宗
叶
と
ほ
ぼ
総
石
高
が
匹
敵
す
る
一
玉
石
 
 

二
升
七
合
余
を
保
有
す
る
横
山
の
六
郎
右
街
門
は
、
表
 
 

4
－
1
－
3
の
よ
う
に
、
同
じ
ホ
ノ
ギ
の
所
に
田
三
 
 

筆
、
畠
三
筆
、
店
屋
敷
一
の
計
七
筆
、
七
反
四
散
一
九
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歩
、
八
石
二
升
九
合
の
土
地
を
保
有
し
、
さ
や
の
さ
こ
、
助
二
郎
田
な
ど
他
の
ホ
ノ
ギ
の
九
筆
を
加
え
た
総
石
高
の
過
半
を
占
め
て
 
 

い
る
。
し
か
も
田
品
は
上
中
田
と
中
田
で
あ
り
、
前
述
の
庄
屋
宗
叶
の
場
合
と
等
し
く
、
屑
屋
敷
の
近
く
に
上
位
の
田
品
の
耕
地
を
 
 

保
有
し
て
い
た
。
 
 
 

次
に
榊
山
神
社
の
あ
る
宮
前
（
み
や
の
ま
え
）
に
居
監
敷
一
を
も
つ
み
や
の
ま
へ
惣
兵
衛
は
、
蓑
4
－
1
－
4
の
よ
う
に
か
う
の
も
 
 

と
・
す
な
か
い
ち
な
ど
の
各
ホ
ノ
ギ
に
計
二
〇
筆
の
耕
地
を
保
有
し
て
い
る
が
、
屋
敷
の
あ
る
宮
前
に
は
田
地
は
な
く
、
田
品
中
以
 
 

上
の
畠
三
筆
計
一
反
二
〇
歩
、
五
斗
八
升
五
合
を
保
有
す
る
の
み
で
、
総
計
一
町
五
反
六
畝
五
歩
、
高
九
石
二
斗
七
升
七
合
余
の
田
 
 

表4－1－4 みやのまへ惣兵衛の名詩地  

番号  ホ ノ キL田晶   副・歩  分米（石）   

畝歩  
ロ  みやのまへ  居屋敷  3．00   0．450   
2  かうのもと  中  田  20．10  2．2367   

3  すなのかいち  下  田   1．00   0．080   

4   同   下 々 田  10．00   0．600   

5  ひ ら い わ  ／′   3．00   0．150   

6  三 戸 山  ／／   10．00   0．600   

7  みと うさこ  ‾F々下田   5，25  0．1414   

8  い しかつぼ  ／′   39．15   1．980   

9  や ふ た  〝   4．00   0．200   

10  梅ノ木とうり   〝   3．00   0．150   
同   ノγ   2．00   0．100   

12  な  か  た  〝   12．00   0．600   

13  まつのもと   〝   7．20  0．3833   
14  ひ ら い カっ  〝   1．00   0．050   

15  三 戸 山  ／′   6．15   0．325   

16  官 ノ  前  上  島   1．00   0，070   

17   同   上中畠   5．10   0．320   
18  くろはたけ  ／′   8．25   0．530   

19  官 ノ 前  中  島   4．10   0．145   

20  すなのかいち  下  島   2．19   0．079   

21  ひ ら い わ  下 々 畠   2．15  0．0375   

屋敷・田・畠合計  156．05  9，2779   

第
一
節
 
近
世
農
村
の
形
成
 
 
 

畠
の
大
部
分
は
す
な
の
か
い
ち
・
ひ
 
 

ら
い
わ
・
み
と
う
さ
こ
な
ど
に
あ
っ
 
 

た
。
そ
の
う
ち
、
≡
筆
高
五
斗
四
升
 
 

六
合
に
す
ぎ
な
い
畠
に
く
ら
べ
、
一
 
 

〇
筆
高
六
石
二
斗
三
升
八
合
に
の
ぼ
 
 

る
田
は
、
中
田
一
、
下
田
一
、
下
々
 
 

田
二
、
下
々
下
田
六
筆
と
い
う
よ
う
 
 

に
田
品
の
低
い
も
の
が
多
く
、
前
記
 
 

の
庄
臣
宗
叶
・
横
山
の
六
郎
右
衛
門
 
 

と
は
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
 
 
 

以
上
、
比
較
的
に
石
高
の
多
い
百
 
 

姓
の
土
地
保
有
の
一
例
を
み
た
が
、
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中
田
二
石
一
斗
二
升
三
合
余
、
い
わ
い
免
に
下
田
三
斗
三
升
三
合
三
勺
計
二
石
四
斗
五
升
 
 

六
合
六
勺
を
保
有
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
次
に
官
か
迫
に
中
中
田
二
筆
計
二
石
六
斗
二
升
を
保
有
す
る
新
田
新
右
衛
 
 

門
、
神
て
ん
（
神
附
か
）
に
居
屋
敷
一
と
上
田
・
中
下
田
各
一
、
計
四
筆
で
高
七
石
四
斗
三
升
九
合
九
勺
を
登
録
さ
れ
て
い
る
善
兵
衛
 
 

（
肩
書
な
し
）
な
ど
は
、
百
姓
と
し
て
神
田
の
耕
作
等
に
あ
た
っ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
 
 
 

次
に
あ
ぶ
ら
め
ん
に
庄
屋
宗
叶
と
並
ん
で
店
屋
敷
を
も
つ
玉
泉
寺
の
慶
円
は
、
寺
の
う
ち
に
上
畠
高
六
斗
三
升
四
合
七
勺
、
ぶ
っ
 
 

し
ゃ
ぅ
め
ん
な
ど
に
上
E
・
上
下
田
・
下
田
・
下
下
田
・
中
島
各
一
ず
つ
総
計
七
筆
、
両
横
六
反
四
畝
八
歩
、
高
六
石
九
斗
四
升
八
 
 

合
七
勺
を
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
寺
に
関
係
す
る
人
と
し
て
、
て
ら
与
七
お
よ
び
庄
や
の
わ
き
与
七
が
あ
り
、
前
者
ほ
ひ
と
つ
 
 

ま
ち
に
中
田
四
畝
一
六
歩
高
四
斗
九
升
九
合
を
登
録
さ
れ
、
後
者
ほ
て
ら
の
わ
き
に
居
臣
敷
と
上
畠
一
畝
一
〇
歩
計
二
筆
で
高
四
斗
 
 

五
升
三
合
三
勺
の
名
請
人
と
な
っ
て
い
る
。
玉
東
寺
お
よ
び
庄
屋
宗
叶
と
そ
れ
ぞ
れ
が
深
く
関
係
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

ち
な
み
に
玉
泉
寺
慶
門
が
何
宗
の
僧
で
あ
っ
た
か
、
玉
泉
寺
の
後
は
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
 
 
 

次
に
地
け
ん
寺
（
じ
げ
ん
寺
）
と
い
う
名
称
で
、
三
十
め
・
清
水
の
迫
に
そ
れ
ぞ
れ
下
々
田
二
反
一
〇
歩
、
下
鳥
一
反
一
〇
歩
計
二
 
 

筆
、
高
合
計
五
斗
一
升
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
、
地
け
ん
寺
と
い
う
ホ
ノ
ギ
に
居
屋
敷
（
四
畝
）
一
筆
、
上
田
二
筆
計
三
撃
四
反
三
 
 

畝
、
下
島
二
畝
、
下
々
下
畠
六
畝
の
二
筆
計
八
畝
、
そ
れ
に
加
え
て
地
げ
ん
地
ノ
迫
に
中
下
田
一
反
七
畝
二
〇
歩
一
筆
、
総
計
六
筆
 
 

高
八
石
三
斗
六
斤
の
土
地
を
登
録
さ
れ
た
そ
よ
う
（
肩
書
た
し
）
と
の
関
係
も
明
確
で
な
い
が
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
 
 

両
者
を
合
計
し
た
石
高
は
八
石
八
斗
七
升
に
の
ぽ
り
、
前
記
玉
泉
寺
の
高
を
し
の
ぐ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
件
に
つ
い
て
も
、
 
 

ま
た
地
け
ん
寺
と
い
う
寺
が
何
宗
で
、
い
つ
ま
で
熊
野
村
に
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
な
ど
も
明
ら
か
で
な
い
。
 
 
 

第
四
季
 
近
 
 
 
世
 
 

次
に
神
社
・
寺
院
関
係
あ
る
い
は
百
姓
以
外
の
職
掌
に
た
ず
さ
わ
る
名
請
人
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
べ
て
み
た
い
。
 
 

百
姓
以
外
の
職
掌
を
も
つ
名
請
人
 
 

ま
ず
大
夫
の
名
称
で
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
と
く
ほ
う
し
に
神
田
と
し
て
上
 
 



こ
の
ほ
か
、
円
福
寺
・
か
う
め
う
い
ん
・
十
林
寺
・
せ
ん
こ
う
ほ
う
（
善
光
坊
）
と
い
う
名
称
が
ホ
ノ
ギ
名
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
 
 

が
、
円
福
寺
・
か
う
め
う
い
ん
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
十
林
寺
に
つ
い
て
は
『
芸
薄
邁
志
』
巻
三
十
九
に
熊
野
柑
新
宮
 
 

原
に
あ
っ
た
も
の
と
い
い
、
文
政
年
間
当
時
毘
沙
門
堂
〓
干
が
残
っ
て
い
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
せ
ん
こ
う
ほ
う
（
善
光
坊
）
も
 
 

古
く
か
ら
廃
寺
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
在
所
を
名
乗
る
せ
ん
こ
う
妨
七
郎
左
衛
門
は
、
ゑ
の
さ
き
・
き
つ
ね
た
な
ど
 
 

に
上
田
一
筆
ザ
つ
計
二
筆
二
石
一
斗
四
升
七
合
を
含
む
九
筆
で
総
計
七
石
二
斗
五
升
六
合
九
勺
の
土
地
を
登
録
さ
れ
て
お
り
、
同
人
 
 

の
名
ほ
『
広
島
姑
史
』
（
古
代
中
世
資
料
且
所
収
、
一
二
六
三
「
厳
島
杜
慣
安
芸
国
安
南
郡
熊
野
郷
打
渡
坪
付
」
の
う
ち
の
「
御
子
 
 

内
侍
給
」
の
最
初
に
み
え
る
せ
ん
か
う
坊
七
郎
左
衛
門
に
あ
た
る
も
の
で
、
ゑ
ノ
木
に
あ
る
田
三
畝
二
〇
歩
、
分
米
二
斗
五
升
の
名
 
 

詩
人
で
あ
り
、
ゑ
ノ
木
と
ゑ
の
さ
き
、
上
田
三
畝
一
〇
歩
、
分
米
四
斗
六
升
七
合
と
い
う
よ
う
に
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
見
 
 

出
さ
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
後
考
を
ま
ち
た
い
。
 
 
 

次
に
官
ノ
く
び
（
官
ノ
首
）
に
居
匿
敷
一
畝
・
中
点
四
畝
一
〇
歩
各
一
筆
ず
つ
登
録
さ
れ
て
い
る
「
五
右
衛
門
そ
へ
」
と
し
て
、
皮
 
 

革
細
工
人
の
か
わ
や
の
名
論
け
が
み
ら
れ
、
ま
た
井
手
の
原
に
居
屋
敷
一
畝
六
歩
、
下
々
畠
四
畝
を
も
つ
か
わ
や
も
百
姓
と
並
ん
で
 
 

名
詩
け
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
広
島
威
卜
の
か
わ
や
が
、
皮
革
あ
る
い
は
皮
製
品
の
調
達
と
い
う
職
能
智
中
心
に
、
職
人
・
商
人
の
 
 

地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
こ
と
と
相
応
じ
て
、
農
村
で
も
身
分
的
に
分
附
的
な
記
載
が
変
化
し
、
あ
る
い
は
「
土
地
保
有
が
す
す
 
 

み
、
百
姓
化
の
方
向
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
閻
捕
憎
蟻
と
い
う
よ
う
な
上
昇
へ
の
展
望
が
開
け
て
い
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
思
 
 

わ
れ
る
。
 
 

第
一
節
 
近
世
農
村
の
形
成
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軽
国
へ
、
次
い
で
信
濃
国
へ
移
さ
れ
て
、
約
二
〇
年
に
わ
た
る
福
島
氏
の
帝
政
は
終
わ
っ
た
。
そ
れ
に
代
 
 

わ
っ
て
浅
野
長
歳
が
紀
伊
国
和
歌
山
城
か
ら
移
封
し
、
新
広
島
城
主
と
し
て
入
部
、
以
後
そ
の
子
孫
が
明
治
維
新
ま
で
相
つ
い
で
芸
 
 

備
両
国
の
う
ち
一
六
郡
四
二
万
六
五
〇
〇
石
余
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
領
地
高
は
先
述
の
よ
う
な
福
島
検
地
で
確
認
さ
 
 

れ
た
村
高
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
熊
野
郷
を
中
心
に
し
た
七
区
域
と
も
い
う
べ
き
、
熊
野
・
平
谷
・
川
角
 
 

（
以
上
現
熊
野
町
）
・
押
込
こ
田
代
・
焼
山
・
栃
原
（
以
上
現
呉
市
）
の
村
域
と
ほ
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
元
和
五
年
八
月
付
の
「
安
 
 

芸
国
御
知
行
帳
」
に
は
安
南
郡
の
栃
原
・
や
け
山
・
熊
野
・
紙
代
の
四
村
の
名
ほ
み
え
る
が
、
平
谷
・
川
角
・
押
込
の
三
村
は
な
 
 

く
、
公
式
に
は
矢
野
村
の
中
に
こ
め
ら
れ
て
い
た
駆
珊
瑚
増
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
正
徳
年
間
作
成
の
「
広
島
洋
御
覚
書
 
 

帖
」
に
ほ
安
芸
郡
矢
野
村
の
と
こ
ろ
で
「
只
今
免
帖
ニ
ハ
五
ケ
村
二
分
り
申
候
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
「
矢
野
村
・
押
込
村
・
平
谷
 
 

村
・
大
屋
村
・
川
角
村
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
朱
書
さ
れ
て
い
る
絹
精
薄
 
『
寛
文
印
知
集
』
に
は
村
名
が
記
さ
れ
ず
村
数
の
み
 
 

で
不
明
で
あ
る
が
、
の
ち
の
『
芸
藩
通
志
』
や
『
郷
村
帳
』
に
お
い
て
は
右
五
か
村
は
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
 
 

よ
う
な
村
切
り
が
い
つ
行
わ
れ
、
そ
れ
が
い
つ
か
ら
公
式
的
な
も
の
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
一
つ
の
手
 
 

掛
り
は
「
謂
詣
九
安
南
郡
河
角
村
地
語
之
帳
」
が
現
存
し
、
実
質
的
に
は
独
自
の
行
政
単
位
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
ま
 
 

た
、
こ
の
村
は
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
奴
可
郡
東
城
町
に
配
置
さ
れ
た
家
老
浅
野
孫
左
衛
門
高
其
の
給
知
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
 
 

ど
か
ら
、
寛
永
末
・
正
保
初
こ
ろ
に
は
矢
野
村
か
ら
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平
谷
村
そ
の
他
も
同
じ
こ
ろ
 
 
 

浅
野
氏
の
芸
借
入
国
 
 

第
四
草
 
近
 
 
 
世
 
 

二
 
村
切
り
と
村
高
の
固
定
 
 

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
福
島
正
則
は
幕
府
に
無
断
で
広
島
城
を
修
築
し
た
と
い
う
理
由
で
改
易
さ
れ
、
津
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第
一
節
 
近
世
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村
の
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成
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園4－1－2 安芸郡熊野村絵図（『芸清適志』による）  
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図4－1－3 安芸郡川角村絵図（『芸清適志』による）  
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せ
、
庶
兄
長
治
を
そ
の
帝
主
と
す
る
た
め
に
、
全
領
知
高
を
再
確
認
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
、
ま
 
 

た
福
島
検
地
か
ら
ほ
ぼ
三
〇
年
が
経
過
し
て
、
土
地
の
情
況
・
生
産
力
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
寛
永
十
五
 
 

年
（
l
六
三
八
）
に
蔵
入
地
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
は
給
地
に
対
し
て
地
詰
（
幕
府
へ
公
式
に
提
出
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
語
で
行
う
私
 
 

的
な
検
地
を
意
味
す
る
も
の
）
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
先
述
の
川
角
村
の
地
詰
帳
に
よ
っ
て
作
成
し
た
衰
4
－
1
1
5
 
 

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
田
七
三
、
畠
五
三
、
屋
敷
一
九
、
給
主
事
作
地
四
合
計
一
四
七
筆
に
の
ば
る
 
 

小
地
区
画
〔
い
わ
ゆ
る
マ
チ
）
全
体
は
、
八
町
九
反
三
一
歩
、
分
米
す
な
わ
ち
高
は
九
七
石
五
斗
四
合
二
勺
に
な
っ
て
い
る
。
薄
内
を
通
 
 

じ
て
一
般
に
、
軍
氷
あ
る
い
は
正
保
の
地
詰
に
よ
る
村
高
の
確
認
な
い
し
修
正
の
数
値
が
、
「
広
島
薄
の
そ
の
後
の
村
高
の
基
準
と
な
 
 

蓑4－1－5 正保3年安両  

君机Il角村の畝高と分米の内訳  

（同年「安南郡河角村御地語  

帳」による）  第
四
窒
 
近
．
．
一
世
 
 

に
村
切
り
が
行
わ
れ
た
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
 
 

ち
な
み
に
川
角
村
で
は
、
寛
永
十
年
の
こ
ろ
の
庄
匡
は
伝
三
郎
で
あ
っ
た
警
部
碍
筈
 
 

正
保
三
年
の
川
角
村
地
詰
 
 

地 目  畝・歩   分  米   
散 歩   石  合  

田  612．21  73．366．5   
当 開   15．23   1．557   
定 田   53．15   5．405   
畠   126．01   7．017．6   
屋 敷   12．21   1．605   
手作田   69．22   8，654．3   

計1890・13   97．504．2   

あ
，
ぎ
ら
 
 

広
島
帝
で
は
浅
野
光
展
が
二
代
藩
主
と
な
っ
た
と
き
、
藩
領
五
万
石
を
分
け
て
三
次
津
を
分
立
さ
 
 

り
、
そ
の
地
詰
帳
は
御
本
帳
と
も
よ
ば
れ
て
、
村
々
で
最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
た
」
と
 
 

さ
れ
て
い
る
が
鮮
牒
芋
川
角
村
に
つ
い
て
は
前
記
表
よ
り
も
五
八
石
七
斗
 
 

九
升
五
合
八
勺
も
多
い
一
六
一
石
三
斗
が
、
明
治
初
年
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
 
 

村
高
と
な
っ
て
い
る
。
正
保
の
地
詰
の
と
き
「
荒
畝
無
」
と
し
て
一
応
削
除
さ
 
 

れ
た
も
の
が
、
同
地
詰
帳
の
末
尾
に
「
右
之
通
二
地
詰
を
さ
せ
、
帳
ヲ
作
り
渡
 
 

候
間
、
右
荒
之
内
少
つ
1
も
ひ
ら
か
せ
侯
や
う
こ
せ
い
を
出
し
可
申
候
以
上
」
 
 

と
記
さ
れ
て
い
る
趣
旨
を
体
し
て
、
他
村
と
同
じ
く
慶
長
検
地
の
村
高
に
復
旧
 
 

す
る
こ
と
に
努
力
さ
せ
、
右
の
よ
う
な
打
出
し
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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